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1. ActiveImage Protector 2022-REにおけるアクティベーションについて 

製品インストール後、アクティベーションに成功しないと一定期間経過後にバックアップ等の操作がで

きなくなります。 

そのため、次の方法でアクティベーション（認証）を行う必要があります。 

 

⚫ 開発元ライセンスサーバーへ接続するオンライン認証 

⚫ ライセンスファイル認証（インターネット未接続環境） 

⚫ Actiphy Authentication Service（AAS）認証（Virtual：インターネット未接続環境） 

 

 

 

アクティベーション処理を行うには、インターネット接続が必要です 

（オンライン認証にてアクティベーション処理を行います）。 

 

インターネットに接続している場合、アクティベーションは以下のタイミングで自動的に実行されます。 

（開発元ライセンスサーバーへ接続するオンライン認証） 

⚫ システム起動から 3分経過 

⚫ 最後のアクティベーション実行から 1日経過（Serverでは 1時間経過） 

 

 

アクティベーション状況については［ヘルプ］メニューの［ライセンス］から確認ができます。 

 

 

 

 

ActiveImage Protector を起動するには、デスクトップに用意されたアイコンをダブルクリックするか、Windowsの

[スタート]メニューから[ActiveImage Protector]をクリックしてください。 
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トライアルキーの状態から製品キーに変更する場合は、［ヘルプ］メニューの［ライセンス］をクリックして表示される

[ライセンス認証]画面の[オンライン認証]の▼をクリックして表示されるプロダクトキーに製品のプロダクトキーを入力

して、[アクティベーション]ボタンをクリックします。 

 

 

マシンの日付と時刻が正しい状態でないときは、アクティベーションすることができません。 

 

Desktopはアクティベーションが成功するとライセンスを消費します。 

Serverはアクティベーションが成功してもライセンスは消費しません。 

ローカル コンピューターのバックアップ（エージェント ベース バックアップ）タスクを作成するとライセンスを消費し

ます。 

または、HyperBack（エージェントレス バックアップ）タスクを作成すると、対象の仮想マシン 1台ごとにライセンス

を消費します。 

 

永続ライセンスの場合は、[ライセンスタイプ]に「購入済み」と表示され、サブスクリプションライセンスの場合は、「サ

ブスクリプション」と表示されます。 

また、サブスクリプションライセンスの期間が切れた場合は、更新のライセンスはありません。新規でライセンスを再

購入してください。 

 

 

 

 

 

  



アクティベーションできない環境による AASによるアクティベーション方法（Virtual）  

4 

© 株式会社 ラネクシー , 2022年 

2. アクティベーションできない環境による ASSでのアクティベーション方法 

インターネットに接続しておらず、アクティベーションができない環境の ActiveImage Protector 2022-

RE Virtualの場合は、Actiphy Authentication Service（AAS）認証でのアクティベーション処理となりま

す。 

 

 

《Actiphy Authentication Service（AAS）によるアクティベーション手順》 

① ホスト特定用マシンに「物理ホストバックアップ用 /HyperAgent 用」プロダクトキーで

ActiveImage Protectorをインストールし、同マシンに AASもインストールする 

② AASでライセンスバンドルファイルを生成するためのWebサイトへ接続するためのURLを取

得する 

③ インターネットに接続できる任意のマシン上で、②で取得したURLをWebブラウザで表示し、

「Actiphy Authentication Service（AAS）ライセンスバンドル申請フォーム」ページを表示する 

④ 「Actiphy Authentication Service（AAS）ライセンスバンドル申請フォーム」にて、使用するプロ

ダクトキーとライセンス数を指定してライセンスバンドルファイルを生成する 

⑤ 生成されたライセンスバンドルファイルを、AASへ登録する 

⑥ 「物理ホストバックアップ用/HyperAgent用」プロダクトキーでインストールした ActiveImage 

Protectorにて、AASによるアクティベーションを行う 

⑦ 「物理ホストバックアップ用/HyperAgent用」プロダクトキーでインストールした ActiveImage 

Protectorにて、ハイパーバイザーの登録をする 

（「ActiveImage Protector 2022-RE Virtual クイックスタートガイド」を参照） 

⑧ ゲストマシンに ActiveImage Protector をインストールしてアクティベーションする場合も、 

⑦までの手順完了後、AASによるアクティベーションを行う 

 

 

インターネット未接続 

②URL 生成 

④ライセンスバンドルファイル生成 

③[ライセンスバンドル申請フォーム]表示 

⑤ライセンスバンドルファイル登録 

インターネット 

①Actiphy Authentication Service（AAS） 

⑥ AAS によるアクティベーション 

⑦ ハイパーバイザー登録 

https://www.activeimage-re.com/files/AIP2022Virtual-QuickStartGuide.pdf
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Virtual以外の場合はライセンスファイル認証によるアクティベーションとなります。 

操作方法については、「アクティベーションできない環境によるライセンスファイルでのアクティベーション方法」をご

参照ください。 

 

Virtualの場合はホストの特定が必要となるため、まずは対象ハイパーバイザーへ常時ネットワーク接続可能なマ

シンで、「物理ホストバックアップ用/HyperAgent用」プロダクトキーで ActiveImage Protectorのインストールを

行う必要があります。 

 

「物理ホストバックアップ用/HyperAgent用」プロダクトキーを使用する ActiveImage Protector と同マシンに

Actiphy Authentication Service（AAS）をインストールしなくても、そのマシンへ接続できる異なるマシンへインス

トールすることも可能です。 

 

ActiveImage Protector 2022-RE Virtualの対象のハイパーバイザーはMicrosoft Hyper-V、または 

VMware vSphere ESXi となります。 

 

ActiveImage Protector 2022-RE Virtual をインストールする手順については、「ActiveImage Protector 

2022-RE Virtual クイックスタートガイド」を参照してください。 

 

納品されるプロダクトキーには、「物理ホストバックアップ用/HyperAgent用」と「仮想ゲストバックアップ用」の 2種

類があります。 

アクティベーションにはホストの特定が必要となるため、まずは対象ハイパーバイザーへ常時ネットワーク接続可能

なマシンで、ActiveImage Protectorの Setup.exe を実行して、「物理ホストバックアップ用/HyperAgent用」プ

ロダクトキーでインストールを行う必要があります。 

なお、エージェントレスバックアップをおこなわない場合もインストールが必須となります。 

初めに「物理ホストバックアップ用/HyperAgent用」としてインストールした ActiveImage Protectorのアクティベ

ーションをおこなってから、実際のバックアップ対象となる仮想マシンに ActiveImage Protectorをインストールし

てアクティベーションをおこなう順序となります。 

 

  

https://www.activeimage-re.com/files/AIP2022-Activation-LicenseFile.pdf
https://www.activeimage-re.com/files/AIP2022Virtual-QuickStartGuide.pdf
https://www.activeimage-re.com/files/AIP2022Virtual-QuickStartGuide.pdf
https://www.activeimage-re.com/files/AIP2022Virtual-QuickStartGuide.pdf
https://www.activeimage-re.com/files/AIP2022Virtual-QuickStartGuide.pdf
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2-1： AAS認証によるライセンスバンドルファイルの登録 

AAS認証によるアクティベーションするには、まず AAS側にライセンスバンドルを登録する必要があ

ります。 

 

AAS側にライセンスバンドルを登録する手順は、次のとおりです。 

 

操 作 手 順 

① ホスト特定用マシンに「物理ホストバックアップ用/HyperAgent用」プロダクトキーで

ActiveImage Protectorをインストールして、[ヘルプ]メニューの[ライセンス]をクリックして、

表示される[ライセンス認証]画面でアクティベーションされていないことを確認して、

ActiveImage Protectorを終了します。 

 

 

② ActiveImage Protectorをインストールしたマシン上にて、インストールファイルをダブルクリックし

て実行します。 

 

 

「物理ホストバックアップ用/HyperAgent用」プロダクトキーを使用する ActiveImage Protector と同マシンに

Actiphy Authentication Service（AAS）をインストールしなくても、そのマシンへ接続できる異なるマシンへインス

トールすることも可能です。 
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③ [関連製品をインストールする]チェックボックスをオンにして、[Actiphy Authentication Service

（AAS）]を選択して[実行]ボタンをクリックします。 

 

 

④ Actiphy Authentication Service（AAS）インストール画面が表示しますので、[デフォルトインスト

ール]を選択して、[インストール]ボタンをクリックします。 
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⑤ インストールが実行されますので、しばらくお待ちください。 

インストール完了後、[終了]ボタンをクリックします。 

 

 

⑥ インストールされた Authentication Service（AAS）を起動します。 

 

⑦ [AASの動作モード]から「サーバーモード」を選択し、[ライセンスバンドル取得 URL]項目に

URLが表示されていることを確認し[コピー]をクリックします。 

 

 

⑧ メモ帳などのテキストエディタを開き、コピーした URLを貼り付けて、任意の名前で保存しま

す。 

保存したファイルUSBメモリーなどにコピーして、インターネットへ接続できるマシンへファイ

ルを持ち出します。 
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⑨ インターネットに接続できるマシンにて、URLを記載しているファイルをテキストエディタで表

示し、その URLをコピーして、Webブラウザ上で表示します。 

 

⑩ 表示された[ライセンスバンドルファイル申請フォーム]にて、後ほどライセンスファイルを送付す

るメールアドレスを入力して、[検証！]ボタンをクリックします。 

 

 

⑪ 左側[手順 2]の項目のボックスに、「物理ホストバックアップ用/HyperAgent用」プロダクトキー

を入力して、[プロダクトキーを追加]ボタンをクリックします。 
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⑫ アクティベーションする台数分のライセンスを[ライセンス数]部分の[追加割当]部分に指定して、

[このバンドルにライセンスを割り当てる]ボタンをクリックします。 

 

 

 

[製品名]部分が「Host OS for Virtual」が「物理ホストバックアップ用/HyperAgent用」のプロダクトキーとなり、保

護対象のハイパーバイザーの台数分を指定します。 

「Guest OS for Virtual」は仮想マシンへインストールする用のプロダクトキーとなりますため、保護対象の仮想マ

シンの台数分を指定します。 

 

 

⑬ 一覧の左側が選択できる状態となりますので、そちらをクリックし選択して、[バンドル化！]ボタ

ンをクリックします。 

 

 

⑭ 割当を行ったライセンスに対して割当を取り消すには、「ライセンス復元コード」が必要の旨のメ

ッセージが表示されますので、[OK]ボタンをクリックします。 
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⑮ バンドル化ができましたら、[電子メールを送信！]ボタンをクリックします。 

 

 

⑯ 指定したメールアドレスにライセンバンドルスファイル 

「LicenseBundle.aiplicensebundle」が添付されていますので、そのファイルを USBメモリーな

どにコピーして、Authentication Service（AAS）をインストールしたマシンへを持ち出します。 

 

 

⑰ Authentication Service（AAS）を起動し、[…]ボタンをクリックして、

「LicenseBundle.aiplicensebundle」ファイルを指定します。 

ライセンスバンドルファイルが指定できたら、[完了]ボタンをクリックします。 
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⑱ Authentication Service（AAS）の画面が変わりますので、登録済みのプロダクトキーを確認して

ください。 

 

 

 

以上で、AAS側にライセンスバンドルを登録する手順は、終了です。 
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2-2： AAS認証によるアクティベーション 

AAS側にライセンスバンドルを登録できたら、ActiveImage Protectorで AAS認証を使用してアクティ

ベーションすることが可能です。 

 

AAS認証によるアクティベーションの手順は、次のとおりです。 

 

操 作 手 順 

① 「物理ホストバックアップ用/HyperAgent用」プロダクトキーでインストールした ActiveImage 

Protectorを起動して、[ヘルプ]メニューの[ライセンス]をクリックします。 

[Actiphy Authentication Service（AAS）]の⌄をクリックして、[AAS検出済み]と表示されることを確

認して、[アクティベーション]ボタンをクリックします。 

 

 

② [ライセンス認証]画面で、アクティベーションされたことを確認してください。 
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③ Authentication Service（AAS）を起動して、プロダクトキーに ActiveImage Protectorが登録さ

れたことを確認してください。 

 

 

以上で、AAS認証によるアクティベーションする手順は、終了です。 

 

 

 

アクティベーション後バックアップスケジュールを作成する前に、Virtualでは、ハイパーバイザーの登録が必要と

なります。 

ハイパーバイザーの登録方法については、「ActiveImage Protector 2022-RE Virtual クイックスタートガイド」を

参照してください。 

 

 

 

 

 

https://www.activeimage-re.com/files/AIP2022Virtual-QuickStartGuide.pdf


 

 

 

 

 


